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書評

本書は，科学についてわ
かりやすく伝える「岩波

科学ライブラリー」の一冊で，デー
タを適切に収集するための方法
である「サンプリング」をテーマと
して，その基本的な考え方や応用例
を説明している。
　統計数理研究所では毎秋のイベント
「子ども見学デー」で，子どもたちが楽
しく体験してサンプリングを理解する，「BB
弾サンプリング実験」（以下，BB弾実験）と
いう出し物を行っている。そこ
で著者たちが説明を担当したり，
研究所ホームページで公開されて
いる解説文を執筆したりした経
験から，本書は生まれたとのこと
である。
　本書は3章構成で，第1章「サン
プリングの有用性──その科学的
根拠」（廣瀬）では，BB弾実験を例
に，推定の統計学理論の基礎を説
明している。水槽に白と黒のBB
弾が計10万個入っており，この中
の黒玉の個数を調べることが課題
である。イベント参加者のなかか
ら実験協力者を募り，協力者ごと
に，水槽をまんべんなくかき混ぜてから，（同じ数
の）BB弾をすくい，黒玉の個数（の推定値）を記録し，
すくったBB弾を水槽に戻すという作業を行う。
　本章では，サンプルサイズを300として，1,000人の
協力者がBB弾の非復元単純無作為抽出を行った
として，得られた1,000個の推定値の分布をヒスト
グラムで視覚化し，推定誤差について理解させて
いる。さらに，サンプルサイズが推定誤差に与える
影響も図示し，そこから進んで，推定値の平均，不
偏分散，大数の法則，中心極限定理，正規分布，連
続性補正法などの重要概念の説明がなされる。
　第2章「世の中の動向を捉える──社会調査とサ
ンプリング」（稲垣）は，まず社会調査とは「集団特
性」を明らかにしようとするものだと定義し，BB
弾実験も例にしながら，母集団，全数調査，標本調

査，計画サンプル，有効サンプル，有意抽
出法／無作為抽出法，サンプリング台帳，
単純無作為抽出法の難点など，社会調
査のサンプリングに関する基礎を要領
よく説明している。
　後半では，層化多段抽出法の実
際が扱われ，多段抽出については，
台帳閲覧や実査での訪問の負担
という社会調査の実施上の理
由を説明している。また層化

抽出とは，「母集団の正確な〈縮図〉を
つくるため，層に区分し，層の規
模に応じて抽出することだ」と
し，層化と多段抽出法を一緒に
用いることで，精度と効率性を
両立できることを説明している。
「日本人の国民性調査」の第13次
調査は層化二段抽出法を用いて
おり，その手順が具体的数値と
ともに紹介されている。さらに，
回収率の低下などの社会調査の
困難について述べ，今後のため
の指摘もなされており，考えさ
せられる内容となっている。
　第3章「生物を数える──生態
調査におけるサンプリング」（深谷）

は，生態学の領域で，野生動物の個体数を知る目的
での「生態調査」がどのように行われ，どのように
推定されるのかを紹介している。「捕獲再捕獲法」は，
1回目の捕獲調査で捕獲した動物に標識をつけ，2回
目の調査で再捕獲された個体の比率から，総個体数
の推定値を得るものである（リンカーン－ペテルセ
ン推定量と呼ばれる）。紙幅の関係で詳細は省くが，
サンプリングの論理が他領域でどのように用いられ
ているのかがわかり，とても参考になる。
　本書は一般向けに書かれた良書で，社会調査士
カリキュラムで推測統計学を学ぶ人にとっても，そ
の理解を確実にする上でたいへんに役立つ副読本
である。全編にわたってサンプリングの条件を守っ
て入手した質の高いデータの重要性が強調され，
特に今日，意義深いと言える。一読をお薦めしたい。
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